








研究目的 

周産期死亡の大きな原因の 1 つに早産・未熟児があげられる。早産・未熟児はまた新生児

罹病率が極めて高い。一方年々の周産期死亡率の減少は未熟児出生率の低下とよく相関す

ることも知られている。この早産・未熟児の原因を知り,それを予知することが可能か否か

が今回の研究目的である。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


